
移
動
ス
ー
パ
ー
「
と
く
し
丸
」
事
業
ス
タ
ー
ト
！

特集



2紀州農語り 2

農
業
は
一
生
勉
強
！

美
味
し
い
み
か
ん
を
作
り
続
け
る
！

【
ゆ
ら
早
生
】

両親、奥さんと共に、ゆら早生30a、
早生みかん30a、はっさく70a、
カラ30a、水稲60a、ビシャコ

などの花木類30aを
栽培しています。

由良町衣奈

川口　拓
たく

洋
ひろ

さん（41才）
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ゆ
ら
早
生
は
昭
和
60
年
、
由
良
町
で
栽

培
さ
れ
て
い
た
宮
川
早
生
の
枝
分
か
れ
か

ら
発
見
さ
れ
、
生
産
者
た
ち
が
品
質
改
良

に
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
極
早
生
品

種
の
中
で
も
高
糖
度
で
美
味
し
く
、
市
場・

消
費
者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

「
皮
の
色
が
緑
色
な
の
で
す
っ
ぱ
そ
う
に

見
え
ま
す
が
、
食
べ
る
と
甘
く
て
美
味
し

さ
に
驚
い
て
い
た
だ
け
る
は
ず
で
す
」
と

拓
洋
さ
ん
も
自
信
を
持
っ
て
栽
培
し
て
い

ま
す
。

就
農
当
初
、
栽
培
に
つ
い
て
は
父
親
に

教
わ
り
、
相
談
し
な
が
ら
栽
培
し
て
き
ま

し
た
。
幼
い
頃
に
家
を
継
ぐ
と
決
め
、
農

業
大
学
に
進
学
し
た
拓
洋
さ
ん
。
大
学
で

は
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
学
ん
だ
そ
う
で

す
。作

業
の
中
で
は
剪
定
を
重
要
視
し
て
お

り
、
日
当
た
り
を
良
く
し
、
作
業
効
率
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
丁
寧
な
管
理
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
増
加
し
て
い
る
獣
害
へ
の
対

策
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

昨
今
の
異
常
気
象
へ
の
柔
軟
な
対
応
力
が

必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

由
良
町
の
若
手
生
産
者
グ
ル
ー
プ
「
ゆ

ら
っ
子
農
業
塾
」
に
所
属
し
て
い
る
拓
洋

さ
ん
。
栽
培
講
習
会
を
開
い
た
り
、
他
産

地
へ
の
視
察
研
修
を
行
い
、
栽
培
技
術
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
同
町
の
農
業
士
団
体
の
活
動
の

中
で
、
地
元
の
み
か
ん
の
美
味
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
町
内
の
子
ど
も
達
に

ゆ
ら
早
生
を
配
り
、
普
及
に
努
め
て
い
ま

す
。今

年
の
生
育
に
つ
い
て
は
、
例
年
よ
り

糖
度
が
高
く
、
美
味
し
く
仕
上
が
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
高
糖
度
で
、
キ
ズ
等

の
無
い
き
れ
い
な
み
か
ん
が
収
穫
で
き
た

と
き
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
い
う
拓
洋

さ
ん
。
消
費
者
が
「
美
味
し
い
」
と
食
べ

て
く
れ
る
の
が
何
よ
り
嬉
し
い
と
の
こ
と

で
す
。

最
後
に
、「
天
候
に
左
右
さ
れ
る
農
業

は
、
一
生
勉
強
で
す
。
新
し
い
栽
培
技
術

も
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
高
糖
度
で
美
味
し
い
み

か
ん
を
作
り
続
け
た
い
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

由
良
町
発
祥
の「
ゆ
ら
早
生
」

栽
培
管
理
に
つ
い
て

由
良
町
の
発
展
の
た
め
に
！

紀
州
農
語
り
…
…
…
…
…
…
…
…�

２

特
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

４

　
移
動
ス
ー
パ
ー
「
と
く
し
丸
」

事
業
ス
タ
ー
ト
！

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…�

６

ト
ピ
ッ
ク
ス
…
…
…
…
…
…
…
…�

７

あ
ぐ
り
ガ
イ
ド
…
…
…
…
…
…
…�

10

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
…
…
…
…�

16

読
者
の
広
場
…
…
…
…
…
…
…
…�

18

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
・

　

表
紙
紹
介
…
…
…
…
…
…
…
…�

19

Ｊ
Ａ
紀
州
ク
ッ
キ
ン
グ
…
…
…
…�

20

Contents 2015. October

川口　拓
たく

洋
ひろ



4特　集

Q

Q

QA

A

A

移動スーパー『とくし丸』
事業スタート！

買物困難者を支援し、
地域の皆様を見守ります!

買
物
困
難

者
っ
て
？

販
売

価
格
は
？

販
売

コ
ー
ス
は
？

Ｊ
Ａ
紀
州
は
こ
の
度
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
移
動

販
売
事
業「
移
動
ス
ー
パ
ー
・
と
く
し
丸
」を
開
業
い
た
し
ま
し
た
。

事
業
の
目
的
は
、
①
命
を
守
る
（
買
物
困
難
者
の
支
援
）
②
食

を
守
る
（
地
域
産
業
の
支
援
）
③
職
を
創
る
（
地
域
貢
献
型
の
仕

事
の
創
出
）
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
徳
島
県
の
移
動
ス
ー
パ
ー
運
営
会
社
「
株
式
会
社
と
く

し
丸
」
と
提
携
を
結
び
、
移
動
販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
移
動
ス
ー
パ
ー
・
と
く
し
丸
」
は
、
冷
蔵
庫

を
完
備
し
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
す
。
Ａ
コ
ー
プ
の
生
鮮
食
品
や
日
用

品
な
ど
、
約
300
種
類
、

1000
点
以
上
の
商
品
を
積
み
込
ん
で
い
ま
す
。

販
売
を
希
望
す
る
お
宅
の
玄
関
先
ま
で
、
可
能
な
限
り
入
っ
て
い

き
、
車
両
自
体
を
店
舗
と
し
て
展
開
し
ま
す
。

「
買
物
」の
楽
し
さ
を
届
け
た
い
。

買
物
と
い
う
行
為
は
、
生
活
の
中
の

「
お
楽
し
み
」
で
も
あ
り
ま
す
。
現
物
を

“
見
て
・
触
っ
て
・
感
じ
て
・
選
ん
で
”

初
め
て
本
来
の
買
物
と
言
え
ま
す
。
移

動
ス
ー
パ
ー
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、

販
売
ス
タ
ッ
フ
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
、

会
話
し
て
、
買
物
が
楽
し
め
る
と
い
う

点
で
す
。
ま
た
、
買
物
を
通
じ
、
販
売

ス
タ
ッ
フ
が
地
域
の
「
見
守
り
隊
」
と

し
て
の
役
目
を
果
た
し
ま
す
。

＊�

篤
志
（
と
く
し
）
と
は
、「
志
の
熱
い
こ
と
。

社
会
貢
献
事
業
や
、
公
共
の
福
祉
に
熱
心
な

こ
と
」
で
す
。

笑顔と安心
を届けます。

　自宅から半径 500 ｍ以内に生鮮食品が買え
る店舗が無く、自動車等が運転できず、日常の
買物に不自由している人々のことです。全国的
に高齢化・地域の過疎化が進んでおり、当 JA
管内でも 65 才以上人口は約 29％にのぼり、
今後も増加が見込まれています。

　週 6 日営業です。現在、A コープひだかを拠
点に、美浜・日高・由良町内の 3 コース（1 コー
ス 35 ～ 40 軒）を、月木・火金・水土と 2 日
ずつ訪問しています。
　10 月末より 2 台目を導入し、御坊市と日高
川町の一部エリアを訪問する予定です。今後も、
エリアを広げていきたいと考えています。

　購入者の方に多少のご負担をお願いしていま
す。「１点につき、＋ 10 円ルール」を採用して
います。店頭価格に基本 10 円プラスの販売価
格です。（例：店頭価格 100 円であれば 110 円、
1,000 円であれば 1,010 円）
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「とくし丸」出発式！

「地域見守り
協定」締結！

8月4日、㈱とくし丸
住友達也社長（写真
右）が視察に訪れ、
スタッフの指導に
あたりました。

KKG3も門出を
祝いました♪

8/
19

9/
14

池田　博之 北岡　正敏

8 月 19 日、JA 紀州と御坊市・美浜町・日高町・由良町・
日高川町は、「地域見守り協定」を締結しました。

同協定は、「移動スーパー・とくし丸」の販売スタッフが
業務の中で高齢者の見守り活動を行い、異常に気づいた際に
は迅速な対応を行い、行政機関と連携し、適切な支援を実施
することを目的とします。

9 月 14 日、A コープひだかで開いた出発式には、美浜
町長、日高町長、由良町長、株式会社とくし丸営業本部長、
JA 役職員など約 30 人が参加しました。

テープカットを行い、JA マスコットキャラクターなど
も「移動スーパー・とくし丸」の出発を見送りました。芝
光洋専務は「事業を通じ、地域社会に貢献することが最大
の使命。高齢化が進む中、行政と連携し買物困難者に幸せ
と笑顔を運ぶため全力で事業に取り組んでいく」と述べま
した。

とくし丸販売スタ
ッフ

私たちが
訪問します！
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ご長寿おめでとう
ございます！

9月21日は敬老の日でした。
JA 紀州では、管内の 99 才以上の組合員の方々を表敬訪問しました。
花束と記念品を贈呈し、ご長寿のお祝いをさせて頂きました。

御坊市　山本　テルエさん（100歳） 日高川町　山本　スエさん（99歳） 日高川町　東村　房子さん（99歳）

御坊市　津村　イチノさん（101歳）

日高川町　天野　フジヱさん（99歳） 日高川町　鈴木　ナカさん（99歳） 龍神村  古久保  フサ子さん（103歳）

美浜町　小山　ユキエさん（99歳） 日高町　吉川　たかさん（99歳） 由良町　田端　スギノさん（100歳）

印南町　木村　末子さん（99歳） 印南町　寺西　カツヱさん（100歳） 印南町　坂田　綾子さん（99歳）

みなべ町　坂本　キミヱさん（99歳） みなべ町　岡田　コシエさん（99歳） みなべ町  那須  ツルヱさん（101歳）
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■
組
合
長

　

支
店
長
会
議
で
も
言
っ
て
お
き
ま
す
。

な
ぜ
女
性
会
員
が
減
っ
て
い
る
の
か
。

強
制
的
で
は
な
く
、
参
加
で
き
る
時
に

参
加
す
る
、
そ
う
い
っ
た
活
動
で
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
あ
ま
り

難
し
く
考
え
ず
、
入
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
久
保
秀
夫
組
合
長
（
以
下
、
組
合
長
）

　

事
務
局
の
皆
さ
ん
、
支
店
長
が
行
き
な

さ
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
行
け
な
い
の
か
、

自
分
か
ら
行
き
ま
す
と
い
う
の
か
、
ど
ち

ら
で
し
ょ
う
か
。

■
美
山
ブ
ロ
ッ
ク
　
森
岡
事
務
局

　

自
分
か
ら
、行
っ
て
き
ま
す
と
言
い
ま
す
。

■
組
合
長

　

事
務
局
が
行
き
ま
す
と
言
っ
た
ら
、
支

店
長
も
却
下
は
し
な
い
と
思
う
の
で
、
事

務
局
の
段
取
り
次
第
か
と
思
い
ま
す
。

■
女
性
会

　

事
務
局
の
皆
さ
ん
、
自
分
か
ら
「
行
き

ま
す
」
と
言
っ
て
、
積
極
的
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

■
芝
光
洋
専
務

　

朝
礼
で
、
職
員
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
言

う
よ
う
に
し
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

■
組
合
長

　

職
員
の
行
動
を
、
事
務
所
の
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
等
に
書
い
て
、
職
員
皆
が
見
え
る

よ
う
に
し
て
お
け
ば
、
出
や
す
い
と
思
い

ま
す
。

■
く
ら
し
の
活
動
課
　
大
谷 

知
美
課
長

　

1
点
目
は
精
神
的
な
魅
力
。
魅
力
あ
る

活
動
、
Ｊ
Ａ
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
を

考
え
て
企
画
し
て
い
き
ま
す
。
昔
と
違
っ

て
何
で
も
選
べ
る
時
代
で
す
。
仲
の
良
い

人
達
で
何
で
も
出
来
る
、
既
に
し
て
い
る

所
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中

で
あ
え
て
Ｊ
Ａ
で
、
色
ん
な
人
と
関
わ
る

こ
と
で
視
野
を
広
げ
て
、
Ｊ
Ａ
を
上
手
く

利
用
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
役
員
に

な
れ
ば
大
変
だ
と
思
っ
て
い
る
会
員
さ
ん

も
大
勢
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
楽
し

い
こ
と
も
あ
り
、
得
る
こ
と
も
必
ず
あ
る

と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
女
性
会
を
盛
り
上

げ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
会
員
と
Ｊ
Ａ
を
繋

ぐ
事
務
局
と
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

2
点
目
は
、
明
ら
か
に
お
得
だ
と
思
え

る
こ
と
。
A
コ
ー
プ
と
の
間
で
、
話
が
進

ん
で
い
ま
す
。

■
女
性
会

　

女
性
会
員
証
な
ど
を
発
行
し
て
、
A
コ

ー
プ
等
で
ポ
イ
ン
ト
を
ア
ッ
プ
し
て
頂
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
1
円
で
も
安
い
ほ
う

が
女
性
は
嬉
し
い
で
す
。

◎
女
性
会
の
研
修
や

会
議
に
は
各
ブ
ロ
ッ

ク
事
務
局
を
積
極
的

に
参
加
さ
せ
て
ほ
し

い
。（
支
店
長
の
配
慮
が

必
要
か
と
思
い
ま
す
）

◎�

女
性
会
へ
入
る
こ

と
へ
の
メ
リ
ッ
ト

が
ほ
し
い
。

◎
女
性
会
の
組
織

基
盤
の
強
化
の
た

め
、
Ｊ
Ａ
職
員
や

職
員
の
ご
家
族
に
、

女
性
会
へ
加
入
し
て

く
れ
る
よ
う
に
Ｊ
Ａ
側
か
ら
強
く
お
願

い
し
て
ほ
し
い
。

回
答

回
答

回
答

　9 月 7 日、がいなポートで対話集会を

開き、女性会役員 9 人、JA 役職員 27

人が参加しました。女性会から JA への

意見・要望等 17 項目について提議し、

担当役職員が回答しました。一部をご紹

介させていただきます。

女性会　役職員との対話集会

女性会参加者（敬称略）
会長　平　井　正　子
　　　寺　崎　鈴　子（御坊北）
　　　橋　本　昌　代（御坊南）
　　　酒　井　美代子（川　辺）
　　　寒　川　歳　子（美　山）
　　　石　水　三　幸（ゆ　ら）
　　　田　中　正　子（みはま）
　　　赤　坂　幸　子（みなべ）
　　　橘　　　きよみ（いなみ）
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　9月18日、女性大学「ヴィーナス」は、第4回講義『絵
本の大切さを子供に伝える読み聞かせ講座』を、が
いなポートで行いました。和歌山市の読書ボランティ
ア“きいちご”から 3人の講師を招き、講義を受け
ました。グループに分かれて絵本についての悩みや
疑問点を話し合い、最後に子ども達と一緒に、絵本
の読み聞かせを実践しました。
　第 5回は 12月に開催予定です。

輝く女性に！
女性大学「ヴィーナス」第4回

食農教育支援　～自然の恵みに感謝する気持ちを育んで～

●野口小学校
　9月14日、3年生17人、5
年生20人で、稲刈りを行い
ました。収穫した米は、お
手伝いをした青年部員の方
たちと食べる予定です。

●岩代小学校
　9月1日、全児童76人で、梅干しの天日干し作業を行い
ました。岩代出張所職員がお手伝いをしました。

●藤田小学校
　9月15日、5年生26人で、
稲刈りを行いました。収穫
した米は、お手伝いをした
青年部員の方たちと食べる
予定です。

●稲原中学校
　9月18日、全生徒37人で、稲刈りを行いました。JA営
農指導員やくらしの活動課職員が、お手伝いしました。
　収穫したもち米
でもちをついて、
もちまきを行う予
定です。

9月 7日、青年部は、がいなポートで支部間交流会を
開きました。御坊の町屋minorica* 代表の平野未花さん
を講師に招き、「もっと実（益）になる青年部活動」につ
いて、自由な意見を出し合いました。
青年部は、仲間づくりを強化し、新しい青年部を目指
して様々な活動を展開しています。本部活動ではこのほ
か、ボウリング大会などを開催し、部員間の交流を深め
ています。

青年部
支部間交流会で仲間づくり強化



11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�発想が両極端になり思わぬ失敗を招きがち。客観的な立場の人からの助言を大切に。気晴らしには音楽鑑賞を　
【健康運】まめに体を動かせば、より上昇傾向に　【幸運を呼ぶ食べ物】シシャモ牡牛座 4/20〜
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9 トピックス

9 月 1 日の「防災の日」、

川辺支店の職員が Aコー

プかわべ前で、防災キャン

ペーンを行いました。

川辺支店
防災キャンペーン

当 JA農業新聞通信員の岡本真依さんが、日本農業新

聞近畿北陸エリア版に送稿した

「梅干しの種アート合作」の写真

が、平成 27 年度 7 月�写真の部

で最優秀賞を受賞しました。

日本農業新聞　平成27年7月
写真の部　最優秀賞を受賞

9 月 18 日、南部

ロイヤルホテルで開

いた第 13 回通常総

会に、部会員約 200

人が出席しました。

みなべいなみ豆部会
通常総会

ゆら柑橘撰果場では 10 月

1日、川辺果樹選果場では 10

月 6 日から、今年産のゆら早

生の選果・出荷作業が始まり

ました。多雨の影響もそれほ

ど無く、品質良好で高単価が

期待できます。10 月末まで、

全国の市場等へ出荷します。

「ゆら早生」品質良好！
管内の柑橘類出荷始まる

　8月 27～ 29日、女性会員 58人が『九州新幹線「さ
くら」で行く　指宿・霧島温泉名湯めぐりの旅』に
参加しました。
　霧島神宮、黒酢工房、知覧特攻隊記念館などを訪れ、
仙巌園から桜島を望みました。2日目の夜には交流会
を開き、会
員同士の親
睦を深めま
した。

女性会
九州旅行

　９月４日、視察研修
で、紀の川市の、ウス
ターソース類やトマト
ケチャップを製造して
いる農産物加工会社・
ハグルマ株式会社を訪
れました。

ゆらブロック  江の駒・大引支部
視察研修

　8月 26日、グ
ラウンドゴルフ
で会員の交流を
深めました。

御坊南ブロック　塩屋支部
グラウンドゴルフ

　8 月 31 日、 和
佐農産物加工所
で、焼肉のタレを
作りました。

フレッシュミズ
焼肉タレ作り



11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�思い悩みやすい傾向あり。あれこれ気にしないで、開き直ってしまうのが正解。花を飾るのも運気上昇に効果的　
【健康運】リラックスが大事。深呼吸をしましょう　【幸運を呼ぶ食べ物】カブ双子座 5/21〜
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10あぐりガイド

あ り

ド

ぐ

イガ

柑
橘
類

 　

本
格
的
な
温
州
み
か
ん
の
収
穫
を
迎

え
ま
し
た
。
収
穫
前
に
も
う
一
度
、
極

小
果
や
傷
果
等
の
樹
上
選
別
を
行
っ
て

下
さ
い
。

仕
上
げ
摘
果

早
生
、
中
生
に
つ
い
て
は
仕
上
げ
摘

果
の
時
期
で
す
。

小
玉
果
、
奇
形
果
、
傷
果
、
病
害
虫

被
害
果
等
を
摘
果
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
着
果
量
が
少
な
い
樹
で
は
大

玉
果
に
な
っ
て
も
摘
果
せ
ず
、
秋
芽
の

発
生
が
し
な
く
な
る
10
月
中
旬
以
降
ま

で
遅
ら
せ
て
下
さ
い
。

夏
秋
梢
の
管
理

着
果
量
が
少
な
い
樹
で
は
9
月
の
降

雨
以
降
、
夏
秋
梢
の
発
生
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

放
置
し
て
お
く
と
樹
形
が
乱
れ
、
翌

年
の
直
花
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

か
い
よ
う
病
の
発
生
源
に
も
な
る
の

で
、
10
月
中
旬
以
降
に
除
去
し
て
下
さ

い
。①�

翌
年
の
結
果
母
枝
を
確
保
す
る
た
め

　

�

に
、
春
枝
と
夏
枝
の
境
目
に
あ
る

コ
ブ
を
残
し
て
切
除
す
る
。

②
直
立
性
の
強
い
夏
枝
は
、
春
枝
ま

　
　

で
戻
っ
て
間
引
く
。

早
生
の
収
穫
前
の
腐
敗
防
止
剤
散
布

い
よ
い
よ
11
月
か
ら
早
生
み
か
ん
の

収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
収
穫
の
前
日
ま

で
に
ベ
フ
ラ
ン
液
剤
25
の
2,000
倍
+
ベ
ン

レ
ー
ト
水
和
剤
4,000
倍
の
混
用
散
布
を
行

っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
収
穫
が
長
期
に
わ
た
る
場
合

秋
雨
に
よ
っ
て
効
力
が
低
下
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
農
薬
は
使
用
回

数
制
限
内
で
再
散
布
し
て
下
さ
い
。

ベ
フ
ラ
ン
液
剤
25

（
収
穫
前
日
ま
で
4
回
散
布
以
内
）

ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤

（
収
穫
前
日
ま
で
3
回
散
布
以
内
）

ゆ
ら
早
生
収
穫
後
の
樹
勢
回
復

収
穫
後
は
、
樹
勢
回
復
の
た
め
早
急

に
施
肥
、
千
代
田
液
肥
1,000
倍
を
10
日
間

隔
で
2
～
3
回
以
上
と
潅
水
（
降
雨
が

な
い
場
合
）
を
行
い
、
翌
年
の
着
果
確

保
に
努
め
て
下
さ
い
。

中
晩
柑
の
秋
肥
施
用

果
実
肥
大
、
貯
蔵
性
向
上
、
樹
勢
維

持
回
復
の
た
め
柑
橘
施
肥
基
準
を
参
考

に
施
肥
し
て
下
さ
い
。

●
梅
園
管
理
に
つ
い
て

元
肥
（
9
月
に
施
用
し
て
い
な
い
園
）

　

来
年
の
貯
蔵
養
分
を
蓄
積
す
る
た

め
の
重
要
な
時
期
で
す
。
こ
の
時
期

の
施
用
は
、
主
に
根
に
移
行
後
、
翌

年
の
果
実
・
葉
・
新
梢
・
根
等
に
利

用
さ
れ
ま
す
。

　

施
肥
名
・
量
に
つ
い
て
は
、
各
営

農
指
導
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

白
紋
羽
病
防
除

　

枯
れ
た
樹
の
根
は
、
掘
り
上
げ
園
外

に
出
し
て
下
さ
い
。

　

定
植
時
に
苗
木
に
、
フ
ロ
ン
サ
イ
ド

Ｓ
Ｃ　

500
倍
を
1
本
当
た
り
50
～
100
ℓ

潅
注
し
ま
し
ょ
う
。

強
風
・
台
風
対
策

　

風
の
影
響
を
受
け
る
園
で
は
、
防
風

樹
や
防
風
ネ
ッ
ト
等
で
、
強
風
対
策
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

幼
木
は
、
根
が
少
な
い
た
め
倒
伏
し

や
す
い
の
で
、
支
柱
等
で
固
定
し
て
下

さ
い
。
も
し
倒
れ
た
場
合
は
、
根
を
切

ら
な
い
よ
う
に
土
を
入
れ
、
休
眠
期
に

お
こ
し
ま
し
ょ
う
。

新
植
・
補
植
穴
の
準
備
（
1
穴
当
た
り

の
土
壌
改
良
資
材
の
施
肥
例
）

・�

苦
土
セ
ル
カ
2
号
（
2
㎏
）
又
は
苦

土
石
灰
（
2
㎏
）

・�

ハ
イ
フ
ミ
ン
（
20
㎏
）
又
は
ア
ヅ
ミ

ン
（
2
㎏
）

・�

梅
一
発
（
14
︱
11
︱
13
）
1
～
2
㎏

を
施
用
し
て
、
土
と
よ
く
混
和
し
て

お
く
。

う 

め



11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�気の合う仲間たちとにぎやかに過ごしたい期間。飲み会や旅行などの企画を。温めていたプランの実行も好結果に　
【健康運】軽い運動をすることで、体調に好影響　【幸運を呼ぶ食べ物】ニンジン蟹　座 6/22〜
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緑
肥
作
目
の
播
種

　

園
地
の
土
壌
流
亡
、有
機
物
の
補
給
、

敷
き
草
に
よ
る
土
壌
の
乾
燥
防
止
・
地

温
の
寒
暖
の
差
を
少
な
く
す
る
等
の
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
（
品
種
）�

ヘ
ア
リ
ベ
ッ
チ
・
イ
タ
リ

ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
・
ナ
ギ

ナ
タ
ガ
ヤ
な
ど

　
（
播
種
適
期
）
9
月
下
旬
～
10
月

　

＊
降
雨
前
に
播
い
て
下
さ
い
。

整
枝
・
剪
定
（
剪
定
の
順
序
）

①�

主
枝
（
1
番
太
い
枝
）
の
先
端
よ
り

行
い
ま
す
。

②
亜
主
枝
・
側
枝
も
同
様
に
行
い
ま
す
。

③�

細
か
い
部
分
に
と
ら
わ
れ
ず
、
太
い

不
必
要
な
枝
の
間
引
き
に
心
掛
け
ま

す
。

④�

主
枝
は
2
～
3
本
・
亜
主
枝
は
主
枝

に
対
し
て
2
～
3
本
を
基
本
と
し
ま

す
。

幼
木
～
8
年
生（
ポ
イ
ン
ト
）

【
樹
形
づ
く
り
】

　

開
心
自
然
型
を
基
本
と
し
て
、主
枝
・

亜
主
枝
の
確
立
を
図
り
な
が
ら
、
枝
の

先
端
を
下
垂
さ
せ
な
い
樹
形
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。
特
に
、
同
年
（
車
枝
）
を

整
理
し
、枝
の
切
り
返
し
に
努
め
ま
す
。

成
木
（
ポ
イ
ン
ト
）

【
樹
勢
維
持
・
高
品
質
果
実
生
産
】

成
木
に
な
る
と
毎
年
安
定
し
た
生
産

量
を
確
保
す
る
た
め
に
、（
樹
間
7
～

8
ｍ
・
10
ａ
当
た
り
16
～
20
本
）
を

目
指
し
密
植
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

太
い
枝
を
少
な
く
、
内
部
に
日
光
を

当
て
て
結
果
枝
を
多
く
し
、
新
梢
発
生

・
2
～
3
年
枝
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

結
果
枝
の
切
り
返
し
を
多
め
に
行
い
、

古
く
な
っ
た
結
果
枝
（
4
年
枝
以
上
）

は
更
新
し
ま
す
。
特
に
毎
年
着
果
の
多

い
枝
で
は
、
切
り
返
し
剪
定
を
多
く
行

１年生～２年生

※ 主枝は同じ場所から２本出さないように注意する。

40㎝
80㎝60

３年生～４年生

※ あまり早く、亜主枝
をとらない。

※ 主枝を立てて根を
深く入れる。

50～60℃

約１m

※ 主枝・亜主枝の先端の処理は必ず 
   1本にし、40㎝程度に切り返す。

主枝（切り返し）
1/3～2/3
太さに応じて

い
、
着
果
制
限
に
努
め
ま
す
。

①�

主
枝
の
先
端
：
充
実
し
た
芽
ま
で
切

り
返
し
、
新
梢
の
発
生
を
促
す
。

②�

主
枝
の
確
立
：
先
端
が
下
垂
し
て

い
る
場
合
は
徒
長
枝
を
切
り
返
し
、

　

新
し
い
主
枝
を
作
る
。

③�

亜
主
枝
づ
く
り
：
第
１
亜
主
枝
は
、

主
枝
の
分
岐
部
よ
り
1
ｍ
程
度
と
す

る
。

　

�　

枝
先
端
は
発
生
基
部
よ
り
下
垂
さ

せ
な
い
。

④�

同
年
枝
の
剪
除
：
車
枝
は
樹
形
と

　

樹
勢
を
乱
す
た
め
、
整
理
す
る
。

⑤�

成
木
の
剪
定
：
不
必
要
な
太
枝
（
内

向
枝
・
平
行
枝
・
下
垂
枝
･
直
上
枝
・

徒
長
枝
）
を
間
引
き
剪
定
す
る
。

◦�

主
枝
・
亜
主
枝
の
先
端
を
1
本
と
し
、

必
ず
切
り
返
す
。

◦�

側
枝
は
3
年
以
上
結
果
す
る
と
、
枝

が
黒
ず
ん
で
先
端
の
み
に
結
果
す
る

た
め
、
新
し
い
緑
色
の
側
枝
に
更
新

す
る
。

◦�

枝
の
先
端
を
切
り
返
し
て
、
結
果
枝

の
増
加
を
図
る
。

樹
勢
の
弱
い
樹
の
剪
定

徒
長
枝
の
発
生
が
少
な
く
、
細
か
い

枝
が
多
い
樹
勢
の
弱
っ
た
樹
は
、
切
り

返
し
剪
定
や
切
り
戻
し
剪
定
に
よ
り
、

若
い
枝
を
発
生
さ
せ
樹
勢
回
復
と
大
玉

果
作
り
に
努
め
て
下
さ
い
。

＊�

主
枝
・
亜
主
枝
の
先
端
を
切
り
戻
し

剪
定
し
、
側
枝
の
よ
う
な
細
か
い
枝

も
2
分
の
1
程
度
に
切
り
戻
し
、
剪

定
し
て
樹
勢
の
回
復
に
努
め
て
下
さ

い
。

不必要な太枝

 主枝・亜主枝の先端を１本とし先端を
切り返す

先端を△角形に
なるよう、
剪定する。

下垂枝交叉枝

内向枝
平行枝

徒長枝
直上枝



11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�わがままになりやすいかも。周囲の意見にも謙虚に耳を傾けると、開運のきっかけに。気分転換には創作活動を　
【健康運】食生活の改善を。特に栄養の偏りに注意　【幸運を呼ぶ食べ物】コハダ獅子座 7/23〜
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野 
菜

●
ミ
ニ
ト
マ
ト
類

　
キ
ャ
ロ
ル
7
、
ア
イ
コ

　

8
月
定
植
で
は
、
既
に
収
穫
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

高
品
質
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
安
定
的
に
収

穫
す
る
為
に
は
、
草
勢
の
安
定
化
が
最

も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

草
勢
を
良
く
観
察
し
、
摘
花
や
摘
果

作
業
を
中
心
に
草
勢
の
安
定
化
を
目
指

し
て
下
さ
い
。

　
「
摘
果
（
花
）
に
勝
る
追
肥
な
し
！
」

キ
ャ
ロ
ル
7
、
ア
イ
コ
の
基
本
で
す
。

　

ま
た
一
部
地
域
で
は
、
黄
化
葉
巻
病

の
発
生
が
多
く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

①
黄
化
葉
巻
病
対
策

　

予
防
対
策
が
重
要
で
す
。
再
度
基

本
的
な
事
項
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

・�

被
覆
し
て
い
る
防
虫
ネ
ッ
ト
に
破

れ
て
い
る
部
分
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

・�

ハ
ウ
ス
に
隙
間
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

・�

ハ
ウ
ス
周
辺
や
ハ
ウ
ス
内
の
除
草

は
出
来
て
い
ま
す
か
？

・�

予
防
的
な
薬
剤
散
布
は
実
施
出
来

て
い
ま
す
か
？

※�

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
の
発
生
予
察
と
し

て
、
ハ
ウ
ス
開
口
部
や
ハ
ウ
ス
内

に
粘
着
シ
ー
ト
を
設
置
し
観
察
を

行
い
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
の
発
生
が

確
認
さ
れ
た
ら
、
直
ち
に
薬
剤
散

布
を
実
施
し
て
下
さ
い
。

※�

発
病
株
は
株
元
で
切
断
し
、
ゴ
ミ

袋
等
へ
入
れ
ハ
ウ
ス
外
へ
持
ち
出

す
な
ど
、
適
正
に
処
理
し
て
下
さ

い
。

②
交
配
作
業

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
飼
養
に
当
た
っ
て

は
、
散
布
し
た
薬
剤
影
響
日
数
を
必

ず
確
認
し
て
下
さ
い
。

〈
注
意
〉

セ
イ
オ
ウ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
は
外
来

生
物
法
で
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
飼
養
や
運
搬
等
に
厳
し

い
規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
下
さ
い
。
ま
た
、
飼
養
に
当
た
っ

て
は
環
境
省
の
許
可
を
得
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
営
農
指

導
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

ト
マ
ト
ト
ー
ン
を
使
用
す
る
場
合

は
、
150
倍
液
で
花
に
た
っ
ぷ
り
と
か

け
、
確
実
に
結
実
さ
せ
て
下
さ
い
。

③
光
の
確
保

　

8
月
下
旬
頃
か
ら
曇
雨
天
の
日
が

多
く
軟
弱
徒
長
気
味
の
生
育
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

草
に
光
を
し
っ
か
り
と
当
て
る
事

を
重
点
に
考
え
栽
培
管
理
を
行
っ
て

下
さ
い
。

④
病
害
虫
防
除

　

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
、
葉
か
び
病
、
う

ど
ん
こ
病
の
発
生
に
注
意
し
て
下
さ

い
。

●
ピ
ー
マ
ン
、
ナ
ス
（
促
成
）

　

定
植
後
は
、
根
が
活
着
す
る
ま
で

の
7
～
10
日
間
は
確
実
に
潅
水
が
出

来
る
よ
う
に
手
潅
水
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
は
チ
ュ
ー
ブ
潅
水
を
行
い
ま

す
が
、
多
潅
水
に
な
る
と
発
根
を
抑

制
し
ま
す
の
で
、注
意
し
て
下
さ
い
。

　

ま
だ
定
植
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

定
植
前
の
薬
剤
散
布
に
よ
り
病
害
虫

防
除
を
行
っ
て
下
さ
い
。
特
に
ホ
コ

リ
ダ
ニ
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
徹
底
防
除

し
て
下
さ
い
。
天
敵
の
放
飼
を
予
定

し
て
い
る
圃
場
に
つ
い
て
は
、
天
敵

へ
の
影
響
の
日
数
を
考
慮
し
散
布
し

て
下
さ
い
。（
影
響
日
数
30
日
以
上

の
薬
剤
は
使
用
し
な
い
）

　

天
敵
の
放
飼
は
定
着
が
上
手
く
い

く
よ
う
に
、
気
温
の
温
か
い
う
ち
に

出
来
る
だ
け
早
め
で
10
月
下
旬
ま
で

に
行
っ
て
下
さ
い
。

　

定
植
後
は
発
根
促
進
の
た
め
に
葉

面
散
布
を
行
っ
て
下
さ
い
。
定
植
初

期
の
液
肥
の
潅
水
は
、
根
痛
み
の
原

因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

葉
面
散
布
中
心
の
管
理
を
心
掛
け
て

下
さ
い
。



11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�対人運に恵まれる予感。初対面の相手でも気軽に話し掛けて。趣味などの集まりにも意欲的に参加すると幸運が　
【健康運】寝不足にご用心。良質な睡眠を心掛けて　【幸運を呼ぶ食べ物】ゴボウ乙女座 8/23〜
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●
豆
類

台
風
対
策

1
）�
誘
引
し
て
い
る
物
に
つ
い
て

は
、
速
や
か
に
支
柱
を
取
り
除

き
、
畝
上
に
ネ
ッ
ト
ご
と
倒
伏

さ
せ
、
防
風
ネ
ッ
ト
で
抑
え
込

ん
で
下
さ
い
。

2
）�

若
芽
が
伸
長
中
、
発
芽
始
め
の

段
階
で
は
、
小
さ
い
弓
な
ど
で

小
ト
ン
ネ
ル
を
作
り
、
防
風
ネ

ッ
ト
で
抑
え
込
ん
で
下
さ
い
。

3
）�

播
種
直
後
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

寒
冷
紗
を
べ
た
掛
け
に
し
、
固

定
し
て
下
さ
い
。

4
）�

寒
冷
紗
等
で
抑
え
込
む
場
合
、

作
物
と
あ
ま
り
隙
間
を
あ
け
る

と
中
で
か
き
回
さ
れ
、
葉
ず
れ

を
起
こ
す
の
で
注
意
し
て
下
さ

い
。

台
風
通
過
後

1
）�

冠
水
、
浸
水
の
被
害
を
受
け
た

圃
場
は
、
速
や
か
に
排
水
を
行

っ
て
下
さ
い
。

2
）�

冠
水
し
作
物
に
泥
等
が
付
着
し

て
い
る
場
合
や
塩
害
が
心
配
さ

れ
る
場
合
は
、
登
録
薬
剤
（
Z

ボ
ル
ド
ー
1,000
倍
等
）
に
よ
り
、

作
物
に
付
着
し
て
い
る
泥
を
洗

い
流
す
と
と
も
に
、
液
肥
の
葉

面
散
布
等
を
行
い
、
作
物
の

生
育
へ
の
悪
影
響
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
よ
う
に
努
め
て
下
さ

い
。

3
）�

畝
が
冠
水
し
た
場
合
等
は
、
畝

間
の
耕
転
や
ホ
ー
ク
な
ど
を
使

用
し
、
根
痛
み
防
止
に
努
め
て

下
さ
い
。（
薄
い
液
肥
の
潅
注

も
ご
検
討
下
さ
い
）

○
春
取
り
ウ
ス
イ

播
種
：
10
月
中
旬
～
下
旬

畦
巾
：
150
㎝
～
160
㎝

株
間
：
30
㎝
～
35
㎝

　

1
穴
4
粒
～
5
粒　

播
種
し
ま
し

ょ
う
。
高
畦
に
し
、
通
気
・
排
水
を

良
く
し
ま
し
ょ
う
。

○
ハ
ウ
ス
ウ
ス
イ
電
照
栽
培

　

ウ
ス
イ
が
3
節
に
な
る
と
電
照
を

開
始
し
、
8
節
ま
で
点
灯
し
ま
す
。

（
基
本
は
、
日
没
か
ら
翌
朝
ま
で
）

　

た
だ
し
草
勢
が
弱
り
す
ぎ
な
い
よ

う
、電
照
時
間
を
調
節
し
て
下
さ
い
。

ま
た
基
本
的
に
ハ
ウ
ス
ウ
ス
イ
は
、

12
月
ま
で
発
生
す
る
側
枝
は
除
去

し
、
約
20
本
／
ｍ
に
整
枝
し
て
下
さ

い
。

○
ハ
ウ
ス
キ
ヌ
サ
ヤ

　

草
勢
調
整
は
、
生
長
点
付
近
の
花

の
状
態
を
確
認
し
管
理
を
行
い
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
蔓
数
が
20
～
25
本
／

ｍ
程
度
に
な
る
よ
う
整
枝
し
て
下
さ

い
。

●
よ
う
菜
類

○
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

追
肥

追
肥
は
2
回
行
い
ま
す
。

1
回
目
：�

生
育
促
進
を
目
的
に
、
活

着
後
に
施
用
し
て
下
さ

い
。

2
回
目
：�
花
雷
の
肥
大
促
進
を
目
的

に
、
花
雷
が
見
え
だ
し
た

頃
に
施
用
し
て
下
さ
い
。

追
肥
例
（
1
回
目
・
2
回
目
）

Ｎ
Ｋ
化
成
：
40
㎏
（
10
ａ
当
た
り
）

　
　
　
　

又
は

千
代
田
化
成
：
40
㎏（
10
ａ
当
た
り
）

土
寄
せ

　

第
一
回
の
追
肥
時
に
除
草
を
兼
ね

て
土
寄
せ
を
行
い
ま
す
。

土
寄
せ
の
目
的

①
倒
伏
を
防
止
し
ま
す
。

②
草
勢
を
旺
盛
に
し
ま
す
。

③
土
壌
の
物
理
性
を
改
善
し
ま
す
。

④
株
元
に
肥
料
分
を
与
え
ま
す
。

排
水
対
策

　

降
雨
に
よ
る
根
ぐ
さ
れ
防
止
の
た

め
高
畦
に
し
、
排
水
対
策
を
徹
底
し

て
下
さ
い
。（
但
し
乾
燥
し
や
す
い

圃
場
等
で
は
、
潅
水
チ
ュ
ー
ブ
等
を

設
置
し
て
下
さ
い
）

防
除

　

病
気
で
は
黒
腐
病
や
軟
腐
病
、
べ

と
病
、
ま
た
害
虫
で
は
ア
オ
ム
シ
、

ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
等
の
適
期
防

除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。



11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�人と協調することで、チャンスに恵まれる時期。持ち前のサービス精神を発揮して。気分転換にはダンスが有効　
【健康運】不規則になりがち。早寝早起きが開運に　【幸運を呼ぶ食べ物】サバ天秤座 9/23〜
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○
な
の
は
な

追
肥

　

な
の
は
な
栽
培
に
は
肥
料
を
多
く

必
要
と
し
、収
穫
期
間
も
長
い
た
め
、

肥
料
切
れ
し
な
い
よ
う
に
こ
ま
め
に

追
肥
し
て
く
だ
さ
い
。

　

1
回
目
の
追
肥
は
本
葉
7
～
8
枚

の
こ
ろ
に
施
用
し
軽
く
土
寄
せ
を
し

て
下
さ
い
。

追
肥
例

・
Ｎ
Ｋ　
　

40
㎏
（
10
ａ
当
た
り
）

　

年
内
の
発
蕾
前

　

�
株
の
で
き
や
収
穫
回
数
に
応
じ
て

行
う
。

・�

Ｉ
Ｂ
化
成
Ｓ
１　

60
㎏
（
10
ａ
当

た
り
）

　

年
明
け
後

　

�

株
の
で
き
や
収
穫
回
数
に
応
じ
て

行
う
。

病
害
虫
対
策

　

コ
ナ
ガ
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
ア
ブ
ラ

ム
シ
な
ど
の
害
虫
が
最
も
問
題
と
な

る
の
で
、
初
期
か
ら
定
期
的
な
薬
剤

散
布
を
し
て
下
さ
い
。

薬剤名 適用雑草名 使用薬量 使用時期 使用
方法

総使用
回数

アグロ
マック
ス水和
剤

畑地一年生
雑草

（キク科・カ
ヤツリグサ
科を除く）

200～
300ｇ
／10a

定 植 後 雑
草 発 生 前
但 し、 定
植 14 日
後まで

全面
土壌
散布

1 回

薬剤名 希釈倍数 使用時期 使用回数

モスピラン顆粒水溶剤 4000倍 収穫14日前まで 1回以内（劇物）

アルバリン顆粒水溶剤 3000倍 収穫3日前まで 2回以内

薬剤名 適用雑草名 使用薬量 使用時期 総使用回数

トレファノサイド乳剤

一年生雑草

200㎖/10a 
（水100ℓ）

定植直後
（畦間土壌散布）

1回

トレファノサイド乳剤
150～200㎖/10a 

（水100ℓ）
播種直後

（全面土壌散布）
1回

バスタ液剤
300～500㎖/10a 
 （水100～150ℓ）

収穫21日前まで
(雑草生育期播種前

又は畦間処理)
2回以内

アブラムシの防除薬剤例

なのはな除草剤

○
レ
タ
ス

　

レ
タ
ス
の
生
育
・
玉
の
肥
大
に

は
、
初
期
の
生
育
が
大
き
く
左
右
し

ま
す
。
定
植
直
後
は
潅
水
を
充
分
に

行
い
、
活
着
を
ス
ム
ー
ズ
に
さ
せ
る

事
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。
活
着
後
は

追
肥
を
早
め
に
行
い
、
結
球
開
始
ま

で
に
は
外
葉
を
充
分
作
り
上
げ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

追
肥

　

外
葉
が
重
な
る
ま
で
に
（
定
植
か

ら
約
２
、
３
週
間
後
）
Ｎ
Ｋ
化
成
2

号
40
㎏
／
10
ａ



11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】パワフルに行動できそう。新しい試みが成功しやすいので、どんどんチャレンジを。未体験のことほどツキあり　
【健康運】ストレッチで体の柔軟性を高めると吉　【幸運を呼ぶ食べ物】のり蠍　座10/24〜
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全
般

遮
光
ネ
ッ
ト
等
を
外
す
際
や
ハ
ウ

ス
ビ
ニ
ー
ル
等
被
覆
資
材
を
被
覆
の

際
は
、
作
物
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
を

軽
減
す
る
た
め
、
天
候
に
注
意
し
出

来
る
だ
け
曇
天
時
又
は
夕
方
に
行
い
、

被
覆
後
は
日
中
の
換
気
を
十
分
行
っ

て
下
さ
い
。
出
荷
前
に
は
必
ず
、
出

荷
物
に
雨
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
被

覆
を
行
っ
て
下
さ
い
。

こ
ま
め
に
圃
場
や
圃
場
周
辺
の
観

察
を
心
掛
け
、
病
害
虫
の
初
期
防
除

に
努
め
て
下
さ
い
。

ス
タ
ー
チ
ス

曲
が
っ
た
物
や
短
く
て
品
物
に
な

ら
な
い
花
芽
の
整
理
や
、
採
花
は
薬

剤
が
か
か
り
や
す
い
よ
う
に
（
高
め

に
）
行
い
灰
色
か
び
病
の
防
除
は
定

期
的
に
行
っ
て
下
さ
い
。

整
理
・
採
花
で
ハ
サ
ミ
を
使
う
時

は
、ウ
イ
ル
ス
病
の
伝
染
に
注
意
し
、

綺
麗
で
よ
く
切
れ
る
ハ
サ
ミ
を
使
用

し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
ホ
コ
リ
ダ
ニ
等
の
発
生
に

つ
い
て
も
、
圃
場
間
差
は
あ
り
ま
す

が
、
近
年
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

カ
ス
ミ
草

被
覆
後
は
良
品
質
の
カ
ス
ミ
を
作

る
大
切
な
時
期
で
す
。

伸
長
後
も
枝
の
充
実
の
た
め
、
適

度
に
潅
水
を
続
け
る
よ
う
に
し
ま
す

が
、
開
花
時
期
（
蕾
の
バ
ラ
ケ
後
）

の
潅
水
は
花
首
の
伸
び
に
影
響
し
ま

す
の
で
、
多
量
の
潅
水
に
は
注
意
し

て
下
さ
い
。

電
照
に
つ
い
て
は
、
開
花
期
ま
で

続
け
る
と
徒
長
等
の
品
質
低
下
を
招

き
ま
す
の
で
、
発
雷
期
に
は
消
灯
し

て
下
さ
い
。

生
風
が
直
接
作
物
に
当
た
る
と
ア

ン
ト
シ
ア
ン
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
の
で
、
冷
気
が
直
接
作
物
に
当

た
ら
な
い
よ
う
に
、
防
風
ネ
ッ
ト
や

寒
冷
紗
等
の
有
効
利
用
も
お
考
え
下

さ
い
。
特
に
ハ
ウ
ス
の
北
側
に
は
注

意
し
て
下
さ
い
。

千
両

実
の
肥
大
に
つ
れ
て
の
倒
伏
・
曲

が
り
防
止
の
た
め
、誘
引
等
を
行
い
、

着
果
枝
の
上
位
節
か
ら
発
生
す
る
わ

き
芽（
ツ
ノ
）の
整
理
を
行
っ
て
下
さ

い
。ま

た
、薬
剤
防
除
を
行
う
場
合
は
、

薬
斑
の
残
り
や
す
い
水
和
剤
等
の
使

用
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

花
き
類



11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�のんびり過ごせます。頼まれ事など、やるべき作業を早めに済ませ、その後、プライベートタイムを満喫して　
【健康運】体操などで軽く動くと、ストレス解消に　【幸運を呼ぶ食べ物】カリン射手座11/23〜

12/21

16インフォメーション

時間：10：00～15：00
会場：印南漁港浜公園周辺
内容： Shino さんプロデュースのイリュージョンショ

ー、お笑いコント、豆むき大会、漁船クルージ
ング、芋掘り体験、農産物・海産物各種販売、
模擬店、もちまきなど

日程：２０１５年11月１5日（日）

勤 務 地： JA ホールいなみ
業務内容：葬祭準備及び運営
勤務時間：詳細については
　　　　　要相談
お問い合わせ先：
　　JA ホールいなみ

（日高郡印南町印南 2003）
☎ 0738―42―1194

皆様お誘いあわせの上、
ご来場ください‼ (^O^)

第７回

今後、国・県等が実施する補助事業等に関する募集・要望調査があった場合、申込み・
事業の実施等を円滑に行うために、平成 27 年度に募集が行われた主な事業を基に、【 参
加希望調査［ 平成 28 年度分　先行取りまとめ ］】を行っています。

農業に関する設備・資材などの導入をお考えの方は、最寄りの営農指導センターに一度
ご相談いただき、各営農指導センターに用意してある調査用紙に必要事項をご記入の上、
ご提出ください。ご提出いただいた方には、事業の詳細等が確定した時点で、あらためて、
本申込みされるかどうかの連絡をさせていただきます。

ご注意とお願い
募集要項に合致しない場合、または記載内容に不備・嘘偽の内容がある場合、および JA からの確認・

指導等に対してご協力いただけない場合は、本申込みの受付は致しかねますので、あらかじめご了承く
ださい。

調査期間以外も、補助事業・農地の貸借等に関するご相談は、随時受付けていますので、まずは、
JA 紀州営農対策部 営農企画課［0739-72-3956］まで、お問合せください。

事業内容［主たる事業内容については、8月号の広報誌をご覧ください］

参加希望調査［補助事業に関する］ご案内

〆切日 提出先
第3回〆切 平成27年10月30日［金］ 最寄りの営農指導センター

葬祭女性
スタッフ
募集



11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�ちょっとした変化がハッピーを招く鍵に。部屋の模様替えなど行ってみて。グループレジャーも楽しめそう　
【健康運】腕前が上達しやすい月。屋外スポーツに打ち込んで　【幸運を呼ぶ食べ物】ギンナン山羊座12/22〜
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17 インフォメーション

○
協
議
事
項

（
1
）�

日
高
農
機
施
設
セ
ン
タ
ー
、
美
山

支
店
集
出
荷
場
の
改
修
に
つ
い
て

（
2
）�

出
資
の
減
口
に
つ
い
て

（
3
）�

余
裕
金
運
用
規
程
等
の
改
正
に
つ

い
て

（
4
）�
員
外
利
用
比
率
超
過
解
消
改
善
計

画
の
提
出
に
つ
い
て

（
5
）�

配
当
金
管
理
シ
ス
テ
ム
の
購
入
に

つ
い
て

（
6
）�

土
地
の
購
入
に
つ
い
て

○
報
告
事
項�

�

①　

�

平
成
27
年
度
上
半
期
内
部
監
査
報

告
に
つ
い
て

②　

�

和
歌
山
県
検
査
に
係
る
指
摘
事
項

の
報
告
に
つ
い
て

　

協
議
の
結
果
、
す
べ
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【JAわかやま】

　紀ノ川の北岸、和泉
山脈南麓に築かれた大
谷古墳は、全長 67m・
後円部直径 30m・高さ
6 ～ 8m からなる前方
後円墳で、5 世紀後半
から 6 世紀初頭にかけて築かれたと考えられています。
　昭和 32 年に実施された発掘調査で、後円部から石棺と、
装身具・武器・武具・馬具などさまざまな副葬品が出土し
ました。中でも馬冑・馬甲は東南アジア地域初となる発見
であったことや、大陸の影響を受けた多数の副葬品が注目
され、昭和 53 年に国の史跡に指定されました。
　古墳は石段が整備され、頂上に登ると和歌山市内を一望
できます。

大谷古墳

【所在地】和歌山市大谷（専用駐車場あり）
【交通アクセス】
電車： 南海電鉄紀ノ川駅下車、県道粉河加太線を東に

徒歩約 20 分
バス：和歌山バス・大谷東下車、北に徒歩約 5 分

▲頂上からの眺め



ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル

①クイズの答え

②郵便番号・住所

③氏名

④電話番号

⑤お便り・感想

切
手

6 4 4 0 0 1 1

御
坊
市
湯
川
町
財
部
668

１

Ｊ
Ａ
紀
州

く
ら
し
の
活
動
課��

行

■応募方法
　右記の記入例を参考に、はがきまたは
FAX（0738-32-7140）にてご応募
下さい。
　皆様からお寄せいただいたおたより、
感想等は広報誌・HP 上に掲載させて頂
く場合がございます。その際は市町村・
イニシャルを使用させて頂きます。ご了
承下さい。

11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�こだわりが強くなり、周りともめる原因に。意固地にならないよう、ご用心。行楽に出掛けリラックスして　
【健康運】寒さで体調下降気味。十分な防寒対策を　【幸運を呼ぶ食べ物】フグ水瓶座 1/20〜
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18読者の広場

●先月号の答えは
 「タイイクノヒ」でした

キヌサヤ（1㎏）
プレゼント!

●締切　
10月31日（土）消印有効
 当選者の発表は、発送をもって
代えさせて頂きます。

①  土俵の上で戦います
③  馬に乗る人　ジョッキーともい

います
⑥  牛の頭に生えるもの
⑦  11 月 23 日は──感謝の日
⑧  ポストに郵便物を入れること
⑩  食紅は食品用の──
⑭  代表的な品種はラ・フランス
⑯  土を使わずに植物を育てる──

栽培
⑱  栗の実を守るトゲトゲ
⑲  イカを干して作ります
⑳  テレビなどの出演料のこと

①  暦の上ではこの日から冬です
②  今から 24 時間前はこれ
③  五輪で優勝した選手のメダルの色
④  黄身を取り囲んでいます
⑤  作物の等級「特秀・秀・──・良」
⑦  友人に手紙で──を報告した
⑨  カラオケ機器の画面に表示されます
⑪  小船を数えるときに使う言葉
⑫  金太郎がクマと相撲を取った──山
⑬  登山に使う綱のこと
⑮  野球場のダイヤモンド　──手
⑯  ろうそくを燃やすと出てくる黒い粉
⑰  稲穂に実ります

二重マスの文字をA～ Eの順に並べてできる言葉
はなあに ? 出題●ニコリ

正解者の中から抽選で５名の方に、

日高川町寒川

飼い主：
　奥村　百

もも
夏
か
ちゃん（15才）

　　　　愛
あ
結
ゆ
ちゃん（5才）

■ヨコのカギ■タテのカギ

真っ白な子猫のテン吉くん。百夏ちゃんが来年の4月から高校
に行くため、愛結ちゃんが寂しくないようにと１ヶ月前から飼い始
めました。
そっけない態度をとったかと思うと、甘えてくる姿が可愛いテン
吉くんは、家族皆にとって癒しの存在です。テン吉くんが家にやっ
てきてから、「毎日がさらに楽しくなった」と微笑む奥村さん一家
でした。

　テン吉
きち

くん
　　（♂・3ヶ月）



【全体運】�やる気が高まり、諦めていた事柄にも再トライする勇気が湧いてくる気配。ひらめきアップにはドライブが最適　
【健康運】無理せず、ゆったり過ごす好機。足湯◎　【幸運を呼ぶ食べ物】柿

11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

魚　座 2/19〜
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19 ふれあいコーナー・表紙紹介
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者
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は
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（
日
高
川
町　

P.N
あ
き
に
ぃ
）

　航平くんは、春から始めたテニス
の練習を頑張っています。工作が得意
で、工夫して色んなものを作ります。
　友菜ちゃんはしっかりしていて、
吉野さん家のお姉ちゃん的存在。お
兄ちゃんと一緒にヤマハ音楽教室で
エレクトーンを習っています。
　友惺くんは昆虫大好き、お笑い大
好きで、いつも家族を盛り上げてく
れます。

表紙紹介

「読書の秋」
最近読んだ本は何ですか？と

いうより、日々の忙しさに追わ
れてゆっくりと本を読む時間も
無いでしょうか…。先月、女性
大学「ヴィーナス」では絵本の
大切さを子供に伝える読み聞か
せ講座を開催。幼児は絵本を読
んであげない限り、その世界を
知ることが出来ません。物語は
心の豊かさや楽しみを届けてく
れます。子供に、自分自身に本
を生活の一部に組み入れてみま
せんか？本との出会いも心の財
産です。

編集後記
吉野　航

こう

平
へい

くん（9才）
　　　友

ゆ

菜
な

ちゃん（5才）
　　　　友

ゆう

惺
せい

くん（5才）

�ご両親からのメッセージ
　いつまでも 3 人仲良く元気に成長していってほしいです。

短
　
歌

立
派
な
梅
干
し
種
ア
ー
ト
の
完
成
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
梅
干
し
種
を
ア
ー
ト
作
品
に
利
用

す
る
と
い
う
の
は
、す
ば
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
で
す
。

私
も
実
際
見
に
行
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
協
力
が

実
を
結
ん
だ
す
ば
ら
し
い
ア
ー
ト
作
品
で
し
た
。

（
み
な
べ
町　

A
・
T
）

梅
干
し
種
ア
ー
ト
、
和
歌
山
感
が
出
て
い
て
良

い
な
と
思
い
ま
す
！
実
物
を
見
に
行
き
た
い
で
す

ね
！ 

（
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・
Y
）

◎�

９
月
号
特
集
の
梅
干
し
種
ア
ー
ト
に
は
沢
山
の

お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
JR
南
部
駅
１
番

ホ
ー
ム
に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
電
車
を
ご

利
用
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

私
は
、
猫
の
ひ
た
い
程
の
家
庭
菜
園
を
し
て
い

ま
す
。“
ス
マ
イ
ル
ハ
ー
ト
”
は
、
そ
ん
な
私
に

も
役
立
つ
よ
う
な
こ
と
が
載
っ
て
い
た
り
、
農
家

さ
ん
の
事
が
載
っ
て
い
た
り
、
楽
し
み
な
が
ら
、

読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
日
高
川
町　

N
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N
）

野
菜
・
果
実
の
作
り
方
、
施
肥
・
追
肥
・
消
毒
、

色
々
教
え
て
く
れ
て
有
り
難
い
。
又
、
各
町
の
催

し
物
な
ど
写
真
入
り
で
楽
し
い
。
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◎�

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
生
活
に
寄
り
添
う
広
報

誌
作
り
に
努
め
ま
す
。

読
者
か
ら
の
お
便
り

川
柳
・
俳
句
・
短
歌
募
集
！

宛
先
は
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
先

と
同
じ
で
す
。住
所
、氏
名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

電
話
番
号
を
お
忘
れ
な
く
！

川
　
柳

俳
　
句



この広報誌は、環境にやさしい再生紙と一部植物油インクを使用しています。

JA Kishu
COOKING

vol.018

板こんにゃく…………3丁
調味料　だし汁………1ℓ
　　　　みりん………大さじ5
　　　　砂糖…………大さじ3
　　　　醤油…………大さじ6
タカの爪もしくは一味…適量

米………………2合
寿司酢　酢……50㎖
　　　　砂糖…50g
　　　　塩……小さじ1
白ごま…………適量

＊ 材 料 ＊

見た目はまるでいなり寿司？こんにゃく
で作る、ちょっと変わったお寿司です！
今回は、原谷地区の手作りこんにゃく
を使用しました♪

（市販の板こんにゃくでも美味しく
 できあがります）

女性会ひだかブロ
ック原谷支部

谷　香寿美さん、
鎌谷　里美さん

こんにゃく寿司

❶

❹

❷

❺

❸

❻

＊ 作 り 方 ＊

板こんにゃくを三角形に切り、8㎜
幅くらいの厚さに切る。

調味料を鍋に入れて、汁気が少なく
なるまで、こんにゃくを煮る。

三角の一辺に切り込みを入れる。

寿司酢を合わせ、炊いたご飯と混ぜ
て寿司飯を作り、冷ます。白ごまを
混ぜておく。

②を茹でて、水にさらす。

冷めたこんにゃくに、寿司飯を適量
詰める。

ぽん！

発
行
：
紀
州
農
業
協
同
組
合

編
集
：
総
務
部
く
ら
し
の
活
動
課

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
kurashinokatudou@

kisyu.jaw
ink.ne.jp

H
P
ア
ド
レ
ス
：
http://ja-kisyuu.or.jp

〒
644-0011　

御
坊
市
湯
川
町
財
部
668-1

TEL：
0738-22-0604　

FA
X
：
0738-32-7140


